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ナ
イ
ル
川
の
船

　

私
は
２
０
１
７
年
７
月
13
日
福
岡
市
博
物
館
に
て
、
国
立
カ
イ
ロ
博
物
館
所
蔵
「
黄

金
の
フ
ァ
ラ
オ
と
大
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
展
」
を
観
賞
し
た
。
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
王
た
ち
は
、

ナ
イ
ル
川
を
利
用
し
、
船
で
石
を
運
搬
し
巨
大
な
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
造
り
上
げ
た
。

　

古
代
エ
ジ
プ
ト
人
は
、
太
陽
と
ナ
イ
ル
川
を
中
心
と
す
る
死
生
観
を
も
っ
て
い
た
。

東
岸
（
右
岸
）
は
生
者
の
世
界
、
西
岸
（
左
岸
）
は
死
者
の
世
界
と
考
え
、
死
者
は
必

ず
甦
る
と
信
じ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
は
、
太
陽
は
東
か
ら
昇
り
、
西
へ
沈
む
現
象
か

ら
、
上
エ
ジ
プ
ト
の
テ
ー
ベ
の
町
は
東
側
に
造
ら
れ
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
た
王
や
貴

族
た
ち
の
墓
、
葬
祭
殿
の
す
べ
て
は
西
側
に
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
現
れ
て
い
る
。

ま
た
、
神
殿
の
天
井
画
に
は
太
陽
と
ナ
イ
ル
川
に
浮
か
ぶ
船
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
は
、
日
本
人
の
死
生
観
で
あ
る
此
岸
と
彼
岸
に
似
か
よ
っ
て
い
る
。

　

ア
ン
・
ミ
ラ
ー
ド
・
文
『
絵
で
見
る
ナ
イ
ル
川
も
の
が
た
り
』（
さ
・
え
・
ら
書
房
・

２
０
０
４
）
は
、
ナ
イ
ル
川
の
恵
み
で
あ
る
魚
を
と
る
パ
ピ
ル
ス
船
、
木
造
船
、
ア
ス

ワ
ン
の
花
崗
岩
砕
石
場
の
巨
大
な
平
底
船
、
引
き
船
、
王
宮
使
節
の
船
、
ア
メ
ン
神

の
御
座
船
、
巡
礼
者
た
ち
の
船
、
奴
隷
の
町
・
奴
隷
商
人
た
ち
の
船
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

商
人
の
船
を
描
く
。

　

デ
ィ
ル
ウ
ィ
ン
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
著
『
船
と
ナ
イ
ル
―
古
代
の
旅
・
運
搬
・
信
仰
』

（
學
藝
書
林
・
１
９
９
９
）
に
よ
る
と
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
人
は
、
二
つ
の
タ
イ
プ
の
船
を

開
発
し
た
と
あ
る
。
一
つ
は
パ
ピ
ル
ス
製
の
小
舟
で
地
方
の
沼
地
の
よ
う
な
場
所
で

漁
撈
や
狩
猟
の
た
め
に
使
わ
れ
た
。
も
う
一
つ
は
木
製
の
船
で
、
長
い
船
旅
や
重
い

荷
物
を
輸
送
す
る
た
め
に
使
わ
れ
た
。
古
代
は
も
と
よ
り
現
代
に
お
い
て
も
、
そ
の

存
在
や
発
展
の
た
め
に
エ
ジ
プ
ト
ほ
ど
水
上
輸
送
に
依
存
し
た
文
明
は
な
い
。
ナ
イ

ル
川
の
船
は
商
業
や
軍
事
遠
征
、
宗
教
儀
式
が
行
な
わ
れ
た
大
動
脈
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
船
の
所
有
は
権
威
の
象
徴
で
あ
り
、
造
船
は
国
王
の
重
要
な
年
中
行
事
の
一
つ

で
あ
っ
た
。
現
在
で
は
、
観
光
用
の
ク
ル
ー
ズ
船
、
日
用
雑
貨
を
積
ん
だ
帆
か
け
船

が
ナ
イ
ル
川
を
行
き
交
う
。

ナ
イ
ル
川
の
探
検

　

高
橋
裕
編
集
委
員
長
『
全
世
界
の
河
川
事
典
』（
丸
善
出
版
・
２
０
１
３
）
に
よ
れ
ば
、

ナ
イ
ル
川
は
全
長
６
６
９
０
㎞
、
流
域
面
積
３
３
４
万
９
０
０
０
㎢
、
世
界
最
長
の
川

で
あ
る
。
そ
の
源
は
地
球
上
で
一
番
小
さ
な
国
の
一
つ
で
あ
る
ブ
ル
ン
ジ
の
小
さ
な

丘
に
発
す
る
。
こ
こ
に
１
９
３
７
年
ド
イ
ツ
人
探
検
家
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
は
「
カ
ブ
ー

ト
・
ニ
リ
（
ナ
イ
ル
の
水
源
）」
と
刻
ん
だ
碑
を
建
立
し
た
。
ナ
イ
ル
川
は
ブ
ル
ン
ジ
か

ら
隣
国
タ
ン
ザ
ニ
ア
、
ル
ワ
ン
ダ
に
流
れ
、
東
方
へ
転
じ
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
湖
に
入
り
、

中
央
ウ
ガ
ン
ダ
を
横
断
し
て
ア
ル
バ
ー
ト
湖
に
達
す
る
。
さ
ら
に
流
下
し
、
サ
ッ
ド

（
障
害
物
と
い
う
意
味
）
の
沼
地
に
入
る
。
ス
ー
ダ
ン
の
首
都
ハ
ル
ツ
ー
ム
で
エ
チ
オ
ピ

ア
の
タ
ナ
湖
を
水
源
と
す
る
青
ナ
イ
ル
川
が
合
流
す
る
。
こ
の
地
点
ま
で
を
白
ナ
イ

ル
川
と
呼
ん
で
い
る
。
そ
れ
か
ら
ナ
イ
ル
川
は
右
岸
ア
ト
バ
ラ
川
を
合
わ
せ
、
１
９

７
０
年
に
完
成
し
た
ア
ス
ワ
ン
・
ハ
イ
・
ダ
ム
（
ナ
セ
ル
湖
）
に
流
入
し
、
さ
ら
に
６

㎞
下
流
の
１
９
０
２
年
完
成
の
ア
ス
ワ
ン
・
ダ
ム
に
入
り
、
そ
れ
か
ら
７
０
０
㎞
下
り
、

エ
ジ
プ
ト
の
首
都
カ
イ
ロ
に
達
し
、
１
６
０
㎞
に
わ
た
る
デ
ル
タ
地
帯
を
下
る
と
地

中
海
に
注
ぐ
。

　

17
世
紀
ま
で
ナ
イ
ル
川
の
源
流
は
未
知
の
世
界
で
あ
っ
た
が
、
18
世
紀
は
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
人
が
植
民
地
・
領
土
拡
大
を
図
る
た
め
の
ナ
イ
ル
源
流
の
探
検
を
争
っ
た
。
１

７
７
０
年
イ
ギ
リ
ス
人
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ブ
ル
ー
ス
は
エ
チ
オ
ピ
ア
の
タ
ナ
湖
を
青
ナ

イ
ル
の
源
流
と
確
認
し
た
。

　

ブ
ル
ー
ス
著
『
ナ
イ
ル
探
検
』（
岩
波
書
店
・
１
９
９
１
）
に
、
そ
の
源
流
を
発
見
し
た

こ
と
を
淡
々
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
書
は
１
７
９
０
年
ロ
ン
ド
ン
で
刊
行
さ
れ
た
探
検

記
で
あ
る
が
、
一
方
で
は
18
世
紀
に
お
け
る
博
物
誌
、
民
族
誌
、
政
治
誌
で
も
あ
る
。

　

ア
ラ
ン
・
ム
ア
ヘ
ッ
ド
著
『
青
ナ
イ
ル
』（
筑
摩
書
房
・
１
９
７
６
）
に
は
、
ブ
ル
ー

ス
が
青
ナ
イ
ル
の
源
流
の
最
初
の
発
見
者
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
１
６
１
８
年
ペ
ド

ロ
・
パ
エ
ズ
が
青
ナ
イ
ル
に
達
し
て
い
る
と
い
う
。

　

同
著
『
白
ナ
イ
ル
―
ナ
イ
ル
水
源
の
秘
密
』（
筑
摩
書
房
・
１
９
７
０
）
に
は
、
バ
ー
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ト
ン
、
リ
ビ
ン
グ
ス
ト
ン
、
ス
ピ
ー
ク
、
グ
ラ
ン
ト
の
白
ナ
イ
ル
源
流
に
挑
む
姿
を

捉
え
て
い
る
。
な
お
、
バ
ー
ト
ン
と
ス
ピ
ー
ク
な
ど
の
ナ
イ
ル
川
源
流
を
突
き
止
め

る
探
検
は
、
ボ
ブ
・
ラ
フ
ェ
ル
ソ
ン
監
督
に
よ
っ
て
「
愛
と
野
望
の
ナ
イ
ル
」（
米
・

１
９
８
９
）
で
映
画
化
さ
れ
た
。

ナ
イ
ル
川
の
踏
査

　

野
町
和
嘉
著
『
Ｔ
ｈ
ｅ 
Ｎ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
―「
生
命
の
川
・
ナ
イ
ル
」
６
６
９
５
キ
ロ
、
最

初
の
一
滴
か
ら
地
中
海
ま
で
』（
情
報
セ
ン
タ
ー
出
版
局
・
１
９
８
９
）
は
、
白
ナ
イ
ル

（
ス
ー
ダ
ン
南
部
の
デ
ィ
ン
カ
族
牧
畜
民
、
ケ
ニ
ア
の
マ
サ
イ
マ
ラ
動
物
保
護
区
）、
青
ナ
イ
ル

（
エ
チ
オ
ピ
ア
の
テ
ィ
シ
サ
ッ
ト
滝
、
同
高
原
の
ア
ム
ハ
ラ
族
の
葬
儀
）、
ナ
イ
ル
（
ナ
セ
ル
湖

畔
の
小
学
校
、
エ
レ
フ
ァ
ン
テ
ィ
ン
島
の
ナ
イ
ロ
メ
ー
タ
ー
・
水
位
計
）
を
踏
査
し
た
写
真
集

で
あ
る
。

　

表
紙
の
写
真
は
、
ス
ー
ダ
ン
北
部
ア
ト
バ
ラ
付
近
の
浅
瀬
を
渡
っ
て
家
路
に
つ
く

農
夫
た
ち
を
写
す
。
ス
ー
ダ
ン
の
ハ
ル
ツ
ー
ム
で
合
流
し
た
二
つ
の
ナ
イ
ル
川
は
、

こ
の
先
一
滴
の
降
雨
も
な
い
灼
熱
の
沙
漠
を
一
路
地
中
海
に
向
か
っ
て
北
上
す
る
。

沙
漠
と
水
の
接
点
で
古
代
エ
ジ
プ
ト
文
明
が
開
化
し
た
。
序
文
を
寄
せ
た
ジ
ェ
フ
リ

ー
・
ム
ア
ハ
ウ
ス
は
ナ
イ
ル
川
の
特
徴
を
、
こ
れ
ほ
ど
変
化
に
富
む
自
然
環
境
、
文

化
、
多
種
多
様
な
民
族
の
あ
い
だ
を
流
れ
る
川
、
そ
し
て
有
史
以
来
、
そ
の
沿
岸
に

住
む
人
々
に
、
豊
潤
と
災
難
、
生
と
死
に
か
か
わ
る
人
間
の
物
質
的
な
生
活
を
決
定

的
に
左
右
し
て
き
た
川
は
な
い
と
い
う
。

　

同
著
『
ナ
イ
ル
河
紀
行
』（
新
潮
社
・
１
９
９
６
）
は
、
前
の
写
真
集
を
網
羅
し
て
、

ナ
イ
ル
河
の
５
０
０
０
年
の
歴
史
を
追
う
。
ま
さ
し
く
エ
ジ
プ
ト
は
ナ
イ
ル
の
賜
物
で

あ
る
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
海
外
取
材
班
編
『
ナ
イ
ル
』（
日
本
放
送
出
版
協
会
・
１
９
６
８
）
は
、
１
９
６
７

年
に
取
材
し
た
大
ナ
イ
ル
の
流
域
に
住
む
人
々
の
記
録
で
あ
る
。
ひ
ら
け
ゆ
く
そ
の

源
ウ
ガ
ン
ダ
、
高
原
の
夜
明
け
エ
チ
オ
ピ
ア
、
砂
漠
の
民
族
ス
ー
ダ
ン
、
よ
み
が
え

る
エ
ジ
プ
ト 

ア
ラ
ブ
連
合
１
、
緑
の
デ
ル
タ 

ア
ラ
ブ
連
合
２
の
章
か
ら
な
る
。

ナ
イ
ル
川
の
人
々
の
暮
ら
し
と
自
然

　

ナ
イ
ル
川
の
人
々
の
暮
ら
し
と
自
然
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
児
童
書
が
あ
る
。

　

赤
地
経
夫
・
文
『
ナ
イ
ル
川
と
エ
ジ
プ
ト
』（
福
音
館
書
店
・
１
９
８
８
）
で
は
、
沙
漠

の
な
か
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
や
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
を
造
っ
た
古
代
エ
ジ
プ
ト
人
の
偉
大
な
文

明
を
ま
ず
紹
介
す
る
。
人
や
家
畜
の
飲
む
水
、
作
物
を
つ
く
る
水
も
ナ
イ
ル
川
か
ら

汲
み
上
げ
た
。
ナ
イ
ル
川
は
、
毎
年
決
ま
っ
た
季
節
に
氾
濫
し
栄
養
を
含
ん
だ
土
を

上
流
か
ら
運
ん
で
く
る
。
女
性
や
子
ど
も
た
ち
は
素
焼
き
の
水
瓶
と
バ
ケ
ツ
な
ど
で

ナ
イ
ル
川
の
水
を
運
ぶ
の
が
仕
事
と
な
っ
て
い
る
。
水
を
汲
み
上
げ
る
シ
ャ
ド
ー
フ
、

ダ
ン
ブ
ー
ラ
、
サ
キ
ヤ
の
道
具
を
使
っ
て
い
る
。

　

Ｅ
・
Ｂ
・
ワ
ー
ジ
ン
ト
ン
著
『
ナ
イ
ル
川
』（
帝
国
書
院
・
１
９
８
７
）
で
は
、
ナ
イ
ル

川
の
水
を
利
用
す
る
に
は
水
量
を
測
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
水
位
を
測
り
記

録
す
る
の
が
ナ
イ
ロ
メ
ー
タ
ー
。
１
年
を
４
カ
月
の
三
つ
の
季
節
に
分
け
、
ナ
イ
ル

が
増
水
し
た
と
き
、
洪
水
の
と
き
、
水
が
ひ
い
て
水
位
が
も
と
の
高
さ
に
戻
っ
た
と

き
に
分
け
る
。
肘
か
ら
中
指
の
先
ま
で
の
長
さ
を
１
キ
ュ
ー
ビ
ッ
ト
（
１
キ
ュ
ー
ビ
ッ

ト
は
約
45
㎝
～
55
㎝
）
と
し
、
ナ
イ
ル
川
の
水
位
が
12
キ
ュ
ー
ビ
ッ
ト
し
か
な
い
と
き
、

作
物
は
不
作
、
飢
饉
に
見
舞
わ
れ
る
。
14
キ
ュ
ー
ビ
ッ
ト
な
ら
食
べ
物
は
十
分
、
16

キ
ュ
ー
ビ
ッ
ト
な
ら
す
べ
て
の
人
々
に
ふ
ん
だ
ん
に
行
き
わ
た
る
こ
と
を
表
し
た
。

す
で
に
古
代
エ
ジ
プ
ト
で
は
、
土
地
等
を
測
量
す
る
た
め
の
幾
何
学
が
確
立
し
て
い

る
の
に
驚
嘆
す
る
。

　

ジ
ェ
リ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
ロ
ー
著
『
ナ
イ
ル
川
』（
偕
成
社
・
１
９
９
５
）
は
、
ア
ス

ワ
ン
・
ハ
イ
・
ダ
ム
の
こ
と
も
著
し
て
い
る
。
ナ
イ
ル
川
の
氾
濫
を
利
用
し
た
、
後

述
す
る
ベ
イ
ス
ン
灌
漑
で
は
、
年
１
回
の
作
物
栽
培
で
あ
っ
た
が
、
ア
ス
ワ
ン
・
ハ

イ
・
ダ
ム
が
１
９
７
１
年
に
完
成
し
、
ダ
ム
に
よ
っ
て
ナ
イ
ル
川
の
水
量
が
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
さ
れ
、
一
年
中
必
要
に
応
じ
水
が
畑
に
配
水
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
小
麦
、
米
、

綿
花
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
な
ど
の
農
産
物
が
一
年
中
栽
培
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

ベ
イ
ス
ン
灌
漑
・
ナ
イ
ル
川
の
文
化

　

エ
ジ
プ
ト
の
国
土
の
96
％
が
砂
漠
で
あ
り
、
４
％
が
農
地
と
居
住
地
と
な
っ
て
い
る
。

降
水
量
は
白
ナ
イ
ル
、
青
ナ
イ
ル
の
上
流
域
は
年
間
１
４
０
０
㎜
以
上
に
達
す
る
が
、

ナ
イ
ル
川
の
河
口
ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
で
２
５
０
㎜
、
海
岸
か
ら
１
６
０
㎞
入
る
カ
イ
ロ

で
25
㎜
、
さ
ら
に
７
０
０
㎞
内
陸
に
入
る
ア
ス
ワ
ン
で
は
０
・
７
㎜
に
す
ぎ
な
い
。
ナ

イ
ル
川
の
上
流
域
の
降
水
に
よ
っ
て
、
ナ
イ
ル
川
は
毎
年
６
月
に
増
水
し
、
９
月
に
ピ

ー
ク
に
達
し
、
10
月
に
減
少
す
る
。
11
月
か
ら
冬
作
物
の
大
麦
小
麦
の
作
付
け
を
行
な

い
、
翌
年
３
月
～
６
月
に
か
け
て
収
穫
さ
れ
る
。
ナ
イ
ル
川
の
水
は
ス
ー
ダ
ン
や
エ
ジ

プ
ト
に
と
っ
て
は
、
国
家
の
存
亡
を
左
右
し
た
。

　

リ
バ
ー
フ
ロ
ン
ト
整
備
セ
ン
タ
ー
編
・
発
行
『
特
集
ナ
イ
ル
川
（
Ｆ
Ｒ
Ｏ
Ｎ
Ｔ 

Ｎ
Ｏ
．

１
８
４
）』（
２
０
０
４
）
で
は
、
ベ
イ
ス
ン
灌
漑
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ナ
イ
ル
川
の
増
水

が
始
ま
っ
て
水
位
が
あ
る
と
こ
ろ
ま
で
高
ま
る
と
自
然
に
水
門
か
ら
ベ
イ
ス
ン
（
水

盤
・
池
の
意
味
）
水
路
に
流
入
し
、
ベ
イ
ス
ン
に
水
が
入
り
は
じ
め
る
。
ベ
イ
ス
ン
に

水
が
溜
ま
る
と
、
水
門
を
閉
じ
て
ナ
イ
ル
川
が
減
水
を
始
め
る
ま
で
そ
の
ま
ま
に
し
、

こ
の
間
ベ
イ
ス
ン
の
土
地
は
肥
沃
な
土
壌
に
変
わ
り
、
水
が
ひ
く
と
、
こ
の
土
地
を

耕
作
す
る
。

　

灌
漑
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
弘
明
著
『
エ
ジ
プ
ト
近
代
灌
漑
史
研
究
―
Ｗ
・
ウ
ィ
ル

コ
ッ
ク
ス
論
』（
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
・
１
９
８
６
）
が
あ
る
。

　

お
わ
り
に
、
小
堀 

巌
著
『
ナ
イ
ル
河
の
文
化
』（
角
川
書
店
・
１
９
６
７
）、
加
藤 

博

著
『
ナ
イ
ル
―
地
域
を
つ
む
ぐ
川
』（
刀
水
書
房
・
２
０
０
８
）
を
掲
げ
る
。


